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とおこうo n個の蛋白質粒子からなるクラスターが Nc個存在するとする¢別の大きさ
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とあらわされるoRiは i番 目のクラスターの重心座標, r(･i)は i番 目のクラスターにJ
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と表わせる｡ここで,凸 ま, i番 目のクラスターに属するj番 目の粒子の重心からの∫
相対座標,子(i)- r(i)-Riで,ポテンシャ′レⅤは,この相対座標のみの函数 とする,∫ ∫
v(r三i,)･･rLi)≡nTl(i,)･･王i) (4)


















t drl - ′ d㌦ e















となる｡ ここで y-vN｡/V はN｡個のクラスターが全体積 Ⅴに占める割合をあらわす｡












ある臨界的な (a/kT)｡があって,a/kT<(a/kT)｡(高温 )では, x =0 と
x -x >Oにサ(x)の極大値があるが x-xmの方が確率的に高 く実現するo つまりnl
大部分のクラスターのサイズはn-1/x3.である. a/kTが丁度 (a/kT)｡になると,
無限大のクラスター (Ⅹ -0)と有限なクラスター (Ⅹ-xc)とが共存するので,急に白
濁がおこるのである｡この簡単なモデルから,粒子の濃度 (y)を増すとT｡が増すこと
(αを一定とする),また xcが減少することなどを見ることができるo 但 し,このモ
デルの難点は,実験の状況に近い yの値では, xcが%～% 程度で,クラスターをマク


























囲の分子に作用する電場であるから,- かな｡強い (諾 = 5-15)ということで
ある｡ さて回転拡散方鮭式
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